














































































































沿いに標高差 655 m を登るも
のです。途
とちゅう






































































































































































































































　「標高 3000 m を超
こ
える高い山だよ」
　「雪がいっぱい降って、夏でも雪が残ってい
て、氷
ひょうが
河もあるよ」
　「弥
み だ
陀ヶ原という所に湿
しつげん
原があって、秋には
紅
こうよう
葉がとってもきれいだよ」
　「ライチョウがすんでいるところ」
立山の特徴や素
す ば
晴らしいところはたくさんある
ので、きっと多くの答えが出てくるでしょう。
そんな中で「立山は火山で今も生きている山だ
図1　立山火山がつくった地形・岩石
※1 材木石：噴
ふんしゅつ
出した溶岩が冷える時に収
しゅうしゅく
縮により柱状の割
わ
れ目（柱状節理）が発達します。できた石の形が材木に似ていることから、材木
石と呼ばれています。
※2 室堂平：室堂平の平らな地形は、10万年前に噴出した火
かさい
砕流が大地の凸
おうとつ
凹を埋めたことで形成されました。さらに３～６万年前に現在の
室堂山付近から噴出した溶岩流がその上を覆
おお
っています。
※3 ミクリガ池：1万年前ころから地獄谷を中心に水蒸気爆
ばくはつ
発が発生し、大地を吹き飛ばすことで多くのくぼ地や谷地形が形成されました。
材木石 室堂平と玉殿溶岩流 ミクリガ池
